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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2025年４月30日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知
らせいたします。 

記 

●業績予想の修正について 

2026 年３月期第２四半期（中間期） 個別業績予想数値の修正（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
1 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 

百万円 

7,900 

百万円 

52 

百万円 

50 

百万円 

30 

円 銭 

6.72 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 7,693 2 6 △29 △6.57 

増 減 額 ( B - A ) △207 △50 △44 △59  

増 減 率 ( ％ ) △2.6 △96.2 △88.0 －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2025 年３月期第２四半期) 
7,654 50 57 42 9.46 

 

修正の理由 

（１）当第２四半期（中間期）の業績予想 

 当第２四半期（中間期）の住宅業界においては、資材価格が高止まりする一方、市況の低迷に伴う価格競争が伸展し、

予想以上に厳しい事業環境となりました。更に2025年4月の建築基準法改正により、建築確認の構造審査が省略されてい

た木造住宅（4号建築物）の対象範囲が縮小され、住宅の構造審査が必須となったことによる工期の遅れや猛暑による稼

動率の低下、更に建築現場における工期への影響もあり、特に木構造事業におけるプレカットの低迷が業績に大きく影響

を及ぼしたことに加え、事業基盤の強化に資する設備投資等を含めた先行投資に伴う固定資産廃棄損の発生等により、営

業利益、経常利益、中間純利益いずれも当初予想を下回る見込みでありますので業績予想を修正するものであります。 

 

（２）通期の業績予想 

 通期の業績予想につきましては、依然として市況の低迷や価格競争が続くことが予想されますが、木構造事業において

大型設備投資による生産体制強化や内装建材事業における収支改善施策などの効果が顕在化してくると思われ、2025年

４月30日に公表しました予想から変更はありません。 

 今後の業績動向を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示する予定です。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の

様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


